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概要

金沢大学では，平成 18年度より入学時に入学生全員にノート PCを用意してもらう取組 (以下で

は，PC必携化と呼ぶ)を続けている。約 1800名程度の入学者がいる理系，医系，文系からなる総合

大学ではまだそれほど例は多くない。入学時には，情報倫理，学内外での情報活用，およびいわゆ

るリテラシーを教育内容として含んでいる科目として情報処理基礎を必修化している。また，共通

教育での情報教育を企画担当する教員組織の情報グループと総合メディア基盤センターが連携して，

共通教育での発展的な情報教育科目についても企画している。本発表では，これらについて，情報

処理基礎でのアンケート結果を踏まえつつ報告する。
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1 はじめに

金沢大学では，平成 18年度から新入生全員に入学時

にノート PCを準備させる取組を進めている。これは，

(i) もともと学内の総合メディア基盤センター内の実習

用 PCの台数が十分ではなく，学生全員に情報処理の基

礎的な科目を履修させることが困難であったこと，(ii)

実習用PCのレンタル期間を 5年間を選択したため，入

学年度によっては，旧式の PCやOSで学習しなくては

ならない学生もいたこと，さらに (iii)大学での教育以

外にも学生生活全般や卒業後に社会に出てからも情報

機器を活用する能力がますます求められている。という

ような状況を考えたものである。

現在では，ノート PCの必携化は大して目新しくな

いかもしれない。しかし，理系，医薬系，文系からなる

1800名規模の国立大学で全学規模で行っている例はあ

まりない。さらに，本学ではノート PCの必携化ととも

にポータルサイトの充実やソフトウェアの包括ライセン

スなども行っており，ノート PCの必携化があるから進

められている取組もある。

以下では，ノート PCの必携化とともに始まった情報

の基礎科目である情報処理基礎と，金沢大学における共

通教育における情報教育の現状を報告する。

2 必携PCについて

金沢大学でPCの必携化の取り組みを行っていること

は，募集要項により受験希望者に知らせている。また合

格後，入学予定者への通知で PCを準備する際の注意

点を知らせている。また，大学としては大学オリジナル

PCを選定し，金沢大学生活協同組合 (以下，金沢大学

生協)を通して販売している。ただし，この PCはあく

までも 1つの目安になるように学生に提示するもので

あり，学生は基準を満たしているPCならば何を準備し
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てきてもよい。大学が求める基準も，ネットワークに接

続が可能であること，持ち運ぶことができること，マイ

クロソフト社のオフィス製品またはそれと同等なソフト

ウェアが無理なく利用できること，ウィルス対策ソフト

がインストールされていることなど，この数年間内に販

売されている大抵のノート PCならば問題ない範囲を

要求している。

学生は，すでに所有している PCや新たに PCを購

入して準備し，入学前に行われるノート PCのセキュリ

ティ点検会に参加する。これは，金沢大学生協と大学が

協力して 3月末に行うものである。この点検会で大学

の基準を満たしているか，ウィルス対策ソフトなど必要

とされているソフトウェアなどが準備されているかを点

検する。入学前に学生に手間をかけるが，大学内のネッ

トワークへのウィルスの持ち込みを未然に防ぎ，学生が

加害者にも被害者にもならないようにする必要性から

行わざるを得ない。約 1800名程度の学生全員に対して

数日で行うことは大変な労力であるが，金沢大学生協が

全面的に協力してくれることにより実施できている。

3 情報処理基礎の授業内容について

情報処理基礎は，本学が入学生全員に必修として行っ

ている共通教育の情報科目である。学生は入学前に様々

な水準の情報教育を受けて入学することが予想される。

様々な学生に対して，必要最低限の内容は教えて，底上

げを行うことを目的として開講している。

始めの 4回は総合メディア基盤センターの教員が手分

けをして全ての学生に対して講義を行う。情報モラルの

基本的な内容，学内でのネットワーク利用方法，ポータ

ルサイト (アカンサスポータルと呼ばれている)と全学で

利用している学習管理システム (Learning Management

System: LMS)の利用方法などを教える。続いて，図書

館の職員が図書館の使い方や情報検索方法について 2回

(もしくは 1回)担当し，残りは各学類が学類独自の内

容も含めつつ授業を行っている。

下記では，総合メディア基盤センターが担当する 4回

に焦点を絞り報告する。情報処理基礎は，新入生が初め

て自分で用意した必携PCを活用する授業であるが，事

前にセキュリティ点検を実施していることもあり，出荷

状況の PCを初めて立ち上げて一番初めのOSの設定で

授業が進まないということはない。

この科目では，授業中には主として必携PCを用いた

実習に加え，情報モラルに関してを eラーニングを用い

て学習する。1回目の授業では，主に本学が学生を含め

た全教職員に提供しているポータルサイト (アカンサス

ポータル)へ接続し，基本的な使用方法を試してみるこ

とが大きな目的となる。学生は，このポータルサイトを

通じて大学の事務や教員からの連絡などを多く受ける

ことになる。また，ポータルから授業の履修登録を行っ

たり，ポータルが LMSへの入口となっていることもあ

り，第 1回目の授業でポータルの利用方法に慣れること

は学生にとって極めて重要である。

1回目の宿題としては，金沢大学のセキュリティポリ

シーについての学習をすることである。教材は eラーニ

ング教材として用意されている。この数年の調査により

入学時には 90％以上の学生が自宅やアパートなどから

インターネットに接続できる環境を持っている。学内に

準備されている無線 LANの設定についてはまだ学習し

ていないが，この段階において，有線 LANで接続が可

能な環境が用意されているので，それを用いて学内で学

習可能となっている。学生は LMS上に用意してある e

ラーニング教材で学習したのち，同様に LMS上に用意

してある eラーニング教材で学んだ内容について試験を

受ける。試験問題は多数用意してあるものから 10問程

度ランダムに出題される。きちんと学習した学生にとっ

ては非常に用意であることに加え，繰り替えし受験がで

きることもあるため，9割できないと合格にならない。

2回目の授業としては，学内に設置してある無線LAN

の利用について行う。金沢大学においては，総合教育棟

(主な共通教育が行われる建物)やその他の建物のロビー，

ラウンジや食堂などで学生が利用できる無線 LANが用

意されてる。これらの無線 LANは安全性のために若干

複雑な認証を経てから使用する必要がある。そこで，有

線 LAN, 無線 LANを問わずに学内で自由にネットワー

クが利用できるようにする。また，宿題ではネットワー

クセキュリティについて学習する。

3 回目では，メールの書き方，送り方を中心にした

ネットワーク上のマナーについて，金沢大学で提供して

いるWebメールである Active mail!を例にとり学習す

る。これは，学生がメールやポータルメッセージを介し

て学生が大学教職員や大学以外の一般社会の人ととや

り取りをする際に最低限のマナーを守れるようにする

ためである。また，宿題では知的所有権やネットワーク

上のマナーについて学習する。

4回目の授業では，1～3回目でできなかった内容，例

えば，金沢大学で行っている包括ライセンスなどについ

て触れる。また，著作権については，違法なダウンロー

ドやソフトウェアの違法使用などが無いように授業中で

も改めて触れる。

取り扱っている内容が最低限知っていてほしい無いよ

うなので，4回修了までに各回の宿題として出していた

確認テストに合格していなかった学生には，改めて集め

て昼休みなどを利用して合格させるまで学習させる。
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4 アンケート結果

情報処理基礎では，授業開始時と 4回目の授業修了時

および 15回目の授業が修了した時にアンケートを実施

してる。アンケートは必携PCに関するアンケートに加

えて，これまで受けてきた情報処理教育や今後受けたい

情報教育などについて聞いたものである。以下では，そ

のいくつかについて報告する。新入生 1813名に対して，

第 1回アンケートでは約 99％の学生が回答し，4回目

の授業修了時のアンケートには約 92％の学生が回答を

している。アンケートの収集には LMSを利用した。　

4.1 PC必携化について

まず，本学の行っている PCの必携化について質問し

た結果をまとめる。
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図- 1: PC必携化をどのように知ったか？

図 1は，ノート PCの必携化についてどのように知っ

たかを聞いたものである。グラフは左から (1)志望校と

して選択する前から，(2)志望校として選択した時。(3)

金沢大学に合格し，送られてきた「金沢大学入学予定者

へのお知らせ」を見た時。(4)大学に入学手続きに来た

時。(5)その他である。半数程度の学生が合格した時に

初めて知っており，金沢大学を志望校として選択する際

に大きな要素になっていないことが分かる。
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図- 2: PC必携化をどう思うか

図 2は，PC必携化をどのように思うかを聞いたもの

である。左から，(1) 金沢大学の特徴として良いことで

ある。(2) どうせ大学生になったら PCを買うので必携

でかまわない。(3) PC必携化のために入学時にすぐに

PCが得られてうれしい。(4) PCを活用する生活は大

学生として望ましい。(5) もっと上級生になってから自

分で好きな PCを準備する方がよい。(6) 自宅にデスク

トップ型 PCがあれば十分である。(7) 学内に共用 PC

が準備されていればそれで十分である。(8) 入学時の金

銭的な負担が大きくなり経済的につらい。(9) 今更珍し

くないのでわざわざ騒ぐことでもない。(10) その他。

(11) 未回答。で，複数選択可能として聞いたものであ

る。全体的にみると，(1)から (4)の PC必携化に好意

的な選択肢が多く選ばれている。さらに (9)に挙げた今

更珍しいないも比較的多く選択されている。図 1に挙

げた結果と合わせると，学生は入学時に初めてノート

PCの必携化について知るが，当然のごとく受け入れ積

極的に活用しようとしていることが分かる。

4.2 入学時前の情報の学習について

次に，入学生がどのようなまず，本学の行っている

PCの必携化について質問した結果をまとめる。
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図- 3: 高等学校で習った教科「情報」について

図 3は高校で習った教科「情報」について聞いたも

のである。複数選択可能とした時の回答をまとめたも

のである。グラフは左から，(1)情報 Aを習った。(2)

情報Bを習った。(3)情報Cを習った。(4)情報の時間，

他の科目を習った。(5)情報の時間自体が存在しなかっ

た。(6)情報処理等の科目 (専門科目を含む)を習った。

(7)授業の区分が不明。(8)わからない，覚えていない。

(9)留学生なので区分が違う。(10)その他 (11) 未回答

となっている。多くの学生が，情報 Aを中心に学習し

ていることが分かる。一部の学生が (4),(8)のような選

択をしている。高等学校における情報の位置づけは，一

部の高校ではあまり高くなく，学生の記憶に残らなかっ

たとか，情報の学習の上で他の教科の素材を活用する

(例えば，歴史についての研究発表をするためのプレゼ

ンテーションの資料を作成する。)などをしているため

ではないかと推測している。

図 4は高校で習った教科「情報」について聞いたも

のである。複数選択可能として回答を求めた。グラフは

左から (1)1年生。(2)2年生。(3)3年生。(4)習ってい
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図- 4: 高等学校で教科「情報」を習った学年について

ない。(5)留学生である。(6)未回答。(7)受講時期が不

明。の回答数を表している。ほとんどの学生が 1年生の

時に情報を学習している。情報で学習していることが，

高等学校の授業でどの程度活用されているかについて

は不明である。また，複数回答可としているので，1年

生の時に学習しただけではなく，高学年でもした場合も

考えられる。しかし，情報が受験に関連しない科目であ

るために，1年生の時に学習したまま情報については一

切学習しない可能性もあると思われる。
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図- 5: 情報モラルの学習について

図 5は大学入学時までの情報モラルについての学習

状況を複数選択可で聞いたものである。(1) 小学校低学

年で習った。(2) 小学校高学年で習った。(3) 中学校で

習った。(4) 高等学校で習った。(5) 習っていない。(6)

言葉の意味を知らない。という回答の回答数を表してい

る。多くの学生が高等学校で学習しているが，習ってい

ない。情報モラルという言葉の意味が分からないという

学生も無視できない程度いることが分かる。

図 4と図 5から，すでに学習した情報モラルなどに

ついて忘れていたり，少し古い内容しか知らなかったり

する学生，さらに，学習していない学生も無視できない

程度存在すると思われる。全体の水準を引きあげる科目

としての情報処理基礎のような科目が必要といえる。

4.3 入学後の学習について

また，実際に 4回目までの授業を受けた感想および，

今後どのようなことについて学習したいのかについて

も聞いた。
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図- 6: 授業の有益性について

図 6は授業の内容が有益かどうかを聞いた結果であ

る。(1)非常に有益だった。(2) 有益だった。(3)あまり

有益ではない。(4)無意味だった。(5)未回答という回

答で，，9割近い学生が有益またはとても有益だったと

回答している。
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図- 7: 授業の難易度について

図 7は授業の難易度を聞いた結果である。回答は，左

から (1)とても簡単だった。(2)簡単だった。(3)難し

かった。(4)とても難しかった。(5)未回答である。6割

近い学生が簡単だったと回答している。
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図- 8: 学習内容について

図 8は情報モラルについて学習した内容について，授

業前にどの程度知っていたかを聞いたものである。(1)9

割程度知っていた。(2)6割程度知っていた。(3)3割程

度知っていた。(4)ほとんどしらかかった。(5)未回答

という回答で，6割程度の学生が 6割～9割で知ってい

たと回答している。図 7と 8の結果は情報処理基礎が

「底上げ」の意味を持たせた科目であることを考慮に入

れると仕方がない面があるが，学習内容の水準について
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検討する必要があることを示している。
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図- 9: eラーニングについて

図 9は，過去 4年間での eラーニングの学習方法の

経験の有無について聞いたものである。経験者の割合は

10～20％の範囲内で推移している。本年度について経

験者の割合が減少している。昨年度までは，事前に準備

した動画教材を授業中に見せ，テストについてはネット

ワークを介して受けるようにしていた。これに対して，

今年度からはビデオ教材の視聴もネットワークを介して

受けるように変えたことが，影響しているのではないか

と推測している。
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図- 10: 今後学習したい内容について

図 10は今後学習したい内容について聞いたものであ

る。回答は複数選択可の条件で聞き，(1)ワープロの応

用的操作。(2)表計算ソフトの応用的操作。(3)プレゼ

ンテーションの技法。(4)電子メールのマナーやモラル。

(5)タッチタイピング。(6)プログラミング。(7)サーバ

管理。(8)ネットワーク構築。(9)ハードウエアの知識。

(10)モデル化とシミュレーション。(11)データベース。

(12)画像処理とマルチメディア。(13)ホームページ作

成。(14)ブログの開設。(15)SNSや Twitterなどのコ

ミュニティへの参加。(16)動画配信。(17)著作権。(18)

個人情報とプライバシー。(19)情報セキュリティ。(20)

メディアリテラシー。(21)情報関連資格取得。(22)そ

の他。(23)未回答。である。文書作成，表計算，プレゼ

ンテーションの要望が多いのに加えてタッチタイピング

やプログラミング，ハードウェアの知識，情報セキュリ

ティなどが多くなっていることが分かる。

5 まとめ

最後に，情報処理基礎以外の情報に関する共通科目

についてまとめる。現在，金沢大学では，下記のような

科目を開講している。(1)情報科学 A，(2)情報科学 B，

(3)一歩進んだ PC活用講座，(4)プログラミング演習

A，(5)プログラミング演習B，(6)プログラミング演習

C，(7)ICT素材作成術，(8)情報発信リテラシー，(9)

○○系のための情報処理 (○○系には文，理工，医薬保

健が入る。)。

図 10の学生の要望と比較してみると文書作成，表計

算，プレゼンテーションについての要望は (3)や (9)な

どの科目が満たしている。また，プログラミングにつ

いての要望については，(4)～(6)で満たしている。(1)

や (2)はいわゆる講義形式の授業でああるが，ハードウ

エアの知識等につい手の要望も満たしていると言える。

また (8)などで個人情報とプライバシー，情報セキュリ

ティなども満たされてると思われる。これに対して比較

的多いにも関わらずネットワークの構築やサーバ管理な

どについては開講科目がないことも分かる。

現状では，情報処理基礎のように広く浅く底上げをす

る科目をなくすことは難しい。一方で情報処理基礎で

すべての要望に応えることは難しいことも事実である。

今後は，多様な要望に応えるように検討中である。
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